
集落営農の確立やもうかる農業に向け、地域特性を生かした品目・営農形態の
導入等の「話し合い」「意向調査」「担い手の明確化」「新技術導入」「農地
中間管理事業の活用推進」等による、人・農地プランの策定を推進

（未来へつなぐ生産基盤づくり計画項目）

①人づくり(地域計画の策定)

②基盤づくり(高い生産性や省力化を実現するほ場整備)

③ものづくり(経営体の作付計画、省力化技術の導入)

④到達目標(所得額、担い手面積集積率)

提案・全体検討会 【R4実績】5回 【R5計画】5回

（相馬地方成果例:南相馬市小屋木・畑地化検討開始）

（双葉地方成果例:浪江町11行政区・双葉町下羽鳥検討開始）

地域計画策定 【R4実績※人・農地プラン】 【R5計画】

相馬地方 新規 6地区／全体87地区 40地区／107地区

双葉地方 新規 1地区／全体14地区 7地区／ 90地区

相双地方新規就農者・企業参入推進検討会議（事業）の推進【R4:新規就農25名】

HP「相双地域就農支援ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ」による情報発信、就農フェア出展

【R4実績】3回･12ブース、52組53名相談

【R5計画】3回(東京、新･農業人フェア)

研修受入体制整備(1日～2週間）

【R4実績】農業法人等30件・受入4名延べ６回参加

【R5計画】6月～2月(短期1～3日、中期2週間)

現地見学バスツアー(農作業体験、農業者との交流等)

【R4実績】相馬コース(6名)双葉コース(8名)

【R5計画】2回(各10名程度) 

短大学生等向け農業法人等視察相談会

【R4実績】短大1年生45名(R4.9.13･作物、野菜・花き、果樹、畜産コース)  

【R5計画】短大1年生、農業高校2年生対象

法人向け雇用スキル向上研修(人材定着促進)

【R4実績】2回(相馬、双葉）

【R5計画】2回、雇用就農を促進・定着のための

法人を対象としたアンケート(参考:法人数171件)

大豆栽培の推進【H22:789ha → R4:420ha】
相馬地方の大豆栽培面積は、震災前の約70％
新品種「里のほほえみ」の作付拡大

（H29:7ha→R4:270ha）

土地利用型園芸作物の推進

①ﾀﾏﾈｷﾞ 【H22:ーha → R4:41.9ha、単収1.1t】

②ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ【H22:145ha → R4:97.7ha、単収0.3t】

③ﾈｷﾞ 【H22:8.5ha → R4:40.2ha、単収1.6t】

【R4実績】

機械化体系による大規模実証

【R5計画】

各ほ場の低収要因把握と対策指導

作業効率の高いほ場確保の促進と作付推進

機械化体系による大規模実証 (継続)

復興基盤総合整備事業等により57地区(4,691㏊)でほ場整備を推進し、経営体の

生産性向上や規模拡大等を支援

着手済 【R4実績】35地区3,203ha【R5計画】36地区3,278ha

うち完了 5地区 192ha 7地区 664ha

調査計画中 12地区 871ha 12地区 895㏊

検討中 10地区 661ha 9地区 518㏊

権利者会議 1地区 31.4ha 3地区 481㏊

(3) 農業等施設等の整備

就農フェア出展

法人等視察相談会

全体会後の各地区検討
下羽鳥地区座談会

（双葉町）

水稲直播栽培の推進【H22:167ha → R4:832ha】
【R4実績】
相馬地方の直播栽培面積は震災前の約5倍の682ha

双葉地方では、川内村、楢葉町、浪江町で導入
【R5計画】
乾田直播栽培検討会の開催

(参考)水稲面積【H22:12,803ha → R4:7,418ha】
相馬は震災前71%の6,306ha、双葉は同28%の1,112ha

(1) ほ場整備の推進

(2) 相双地方・未来へ向けた生産基盤づくりの推進

真野地区「南相馬市」

第１回提案･検討会

(3) 新規就農者等の多様な担い手の確保

福島再生加速化交付金等を活用し、農林業

施設の整備や農業機械等の導入を支援

【R4主な実績】

穀類乾燥調製施設・富岡町(稼働)

小高園芸団地施設･ 南相馬市(一部栽培開始)

甘藷育苗施設・楢葉町(竣工･稼働)

大規模畜産施設･葛尾村(竣工)

稲等育苗施設・浪江町、葛尾村(竣工)

木材加工流通施設・浪江町(稼働）

【R5主な計画】

園芸集出荷施設設計・南相馬市

ﾀﾏﾈｷﾞ乾燥貯蔵施設整備・富岡町

復興牧場整備・浪江町

穀類乾燥調製施設整備・相馬市

大規模畜産施設整備・葛尾村

包装米飯加工工場整備・楢葉町

広域流通・加工向け生産体制検討

甘藷育苗施設
（楢葉町）

園芸団地
（南相馬市）

(1) 土地利用型作物の作付推進と生産安定対策

(2) 耕畜連携の推進
【R5計画】
令和5年度早期に｢双葉地域飼料生産・堆肥利用推進検

討会議｣を設立し、地域内の取組の推進と諸調整

子実用ﾄｳﾓﾛｺｼ栽培実証を設置し、技術・経営の見える
化に取り組む

就農相談会

【R4実績】－

【R5計画】法人相談ブース

就農学生体験談 ５

相双地方の農林業の復興

飼料 堆肥

Ⅱ 持続的な発展を支える生産基盤の整備と担い手確保 Ⅲ 地域の特性をいかした産地づくり

大規模畜産と連携した循環型農畜産業に必要な取組
園芸作物と畑作物の輪作体系 水稲、園芸作物、飼料作物等へ供給

ほ場確保
集積

保管場所
確保

栽培技術
体系確立

ｺﾝﾄﾗｸﾀｰ
育成

需給調整
機能構築

土壌分析

貯留箇所
確保

資材形態
対応

利用者
ﾆｰｽﾞ把握

安定した需要が見込める加工等の生産・販売
に向け、実需者とのマッチング支援や生産技
術体系確立を推進

効率的な作業等を実現する団地形成の提案
加工業務向け生産に特化した法人参入支援
相双ならではの経営類型(収支)の策定 等

運搬方法
調整


